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（ＮＰＯの理念）

生活困窮者の居住支援・生活支援・就労支援・学
習支援を通じソーシャルインクルージョンの実現に
寄与する

（団体名称の由来）

①「東京のオレんち」ってさ、、と人に誇ることがで
きるように、居住から就労まで支援を提供しよう！
②人を元気にする太陽 ＝ オレンジ色
③支援に完成はない＝未完成（みかんせい）

Ｎ Ｐ Ｏ イ ンク ルージョ ンセンタ ー東京オレンヂ
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1976年 八王子に生まれる。現在46歳
1995年 日本社会事業大学 入学

やまて企業組合、ホームレス就労支援協議会で勤務
2008年 株式会社東京スマイル設立。社長に就任し生活困窮

者専門の不動産業務開始。
2011年 社会福祉士 合格

不動産業こそ地域福祉産業と気づく
2013年 ＮＰＯインクルージョンセンター東京オ レンヂ設立

都内のすべてのホームレス自立支援センター、23区設

置の生活保護施設での住宅相談を行う

現在、西多摩福祉事務所、福生市、あきる野市、武蔵村山市、羽村市、府中
市、豊島区、渋谷区、等から生活困窮者自立支援法に関する支援メニューを受
託している。

自 己紹介
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渋谷区からの委託

宿泊所サポート 2010年にスタート

住宅相談（賃貸住宅に転居、見守り）

活 動実績

渋谷区／特別区人事厚生事務組合

住宅相談 4,827件
緊急連絡先 1,466件
訪問見守り 543名

ナイキジャパン（宮下公園）
住宅相談 9名
賃貸住宅に転居 6名
転宅前に失踪 2名
施設に入所 1名

板橋区での居住安定化支援業務
（生活保護世帯の居住確保、見守り）
相談実績 1,488件
緊急連絡先の引受け 108件

4



な ぜ居住支援が必要なのか？
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自力での住宅確保が困難 ネッ ト ワーク による居住支援

不動産屋で
門前払い・・・

どんな人たちが家を 借り ら れない! ?

低所得、 精神障がい、 身体障がい

高齢者、 Ｄ Ｖ 被害、 子育て世帯、

外国籍、 刑余者、 求職中、 未成年、

保証人がいない、 未成年・ ・ ・ etc

ニーズの把握、 問題の発見・ 解消、

住宅情報の提供、 住宅の確保、

転居・ 入居後の生活サポ－ト ・ ・

etc

大家さ んの入居審査でハネら れる

＝入居制限
大家さ んも 納得のサポート 体制があれ

ばアパート が借り ら れるよう になる !



ア パート は 金だけでは借り ら れない時代

（ 入居制限に至る代表的な事例）
≪高齢者の単身者≫

孤立死 → 壁・ 床を全面改修に２ ０ ０ 万 → 事故物件→
重要事項告知義務が発生 → 家賃引き 下げ→ 長期の空室
で１ ０ ０ 万の機会損失 → 300万円以上の損失 → 今
後は大家さ んから 問題起こ し そう な人はNGと 連絡 → 以
後、 入居制限が生まれる
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東京都居住支援協議会パンフレットより引用
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② 住宅相談

④ 賃貸住宅情報提供

⑥ 賃貸契約同行支援
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入居前支援

③ 契約準備支援

⑤ 緊急連絡先に関する相談

① 事前協議・利用開始手続き

⑦ 転居に伴う各種手続き支援

住宅確保の準備から転宅後の見守り、死後事務まで
専門家による伴走型支援を提供
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京オレンヂによる居住支援のプロセス東

⑧ 転居後の見守り支援

⑨ 転居後の見守り支援

入居中支援 死亡時支援

賃貸借契約の解除の
代行、 法定相続人へ
の連絡、 残置物及び
特別清掃の手配（ 室
内で死亡し た場合は
実費100万円まで補
償） など



オ レンヂネッ ト による居住支援でやるこ と
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オレンヂネッ ト の“3 つ”の役割

入居前支援
＝住宅情報提供～確保支援
・ 問題発見、 ニーズ把握
・ 不動産業者と の折衝
・ 契約までのサポート

入居中支援
＝見守り 支援
・ 転居後の生活サポート
・ 週2 回の体調確認
・ 状況に応じ た支援

退去後支援
＝見守り 支援
・ 転居後の生活サポート
・ 週2 回の体調確認
・ 状況に応じ た支援



ネ ッ ト ワーク による居住支援の事例
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6 3 歳男性と 7 8 歳女性

・ ゴミ 屋敷⇒荷物は全部持っ ていき たい

・ 男性が5 0 才のと き に内縁関係、 無縁状態

・ 女性は認知症でたまに大声を出す

・ 異臭を発する等を理由に立ち退き を要求さ れた

・ 男性は女性の介護が生き 甲斐

⇒介護サービスの利用拒否

新生活サポート

スタ ート ! !

ワタ ワタ 汗

・ 女性が奇声をあげ、 ゴミ 屋敷。

・ 介護サービスも 拒否

・ こ のままでは借り ら れるアパート なし

・ 借り ら れたと し ても また追い出さ れる
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6 3 歳男性と 7 8 歳女性

新生活サポート をスタ ート

・ 「 ごみ屋敷」 と 「 認知症ケア」 ２ つの問題の片付け

「 ごみ屋敷」 の問題

・ 福祉事務所のサービスを利用

・ 粗大ゴミ を２ ト ン車三台分搬出

・ ゴミ 屋敷から 一転、 何も ない部屋に生まれ変わる

ネ ッ ト ワーク による居住支援の事例
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6 3 歳男性と 7 8 歳女性

・ 「 認知症ケア」 の問題 ＝「 地域包括支援セン

タ ー」 と の連携

・ 男性の「 やり がい」 を失わせない範囲で介護サービ

スの利用承諾を得る

・ 女性が介護認定を取得（ 要介護４ ）

・ 転居後、 介護ベッ ド 購入＆デイ サービス週2 日利用

・ 男性による介護を軽減、 その余剰分を清掃に回す

ネ ッ ト ワーク による居住支援の事例
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6 3 歳男性と 7 8 歳女性

契約までの準備 必須3 大項目

①写真つき 本人確認資料⇒確実に債務者を特定

②住民票 ⇒ 不動産屋の商習慣

③電 話 ⇒ 保証会社の審査は電話で行う

④収入の確認 ⇒ どう やっ て家賃を支払う か?

・ 生活保護受給証明、 給与明細、 年金受給者証

（ 意外と 貯蓄は見ない）

本
人
確
認

収
入
の
確
認

ネ ッ ト ワーク による居住支援の事例

電
話

こ う いっ た
手続き が
でき ない

サポート が
必要
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6 3 歳男性と 7 8 歳女性

アパート 契約に向けた支援

・ 不動産屋7 0 社程に電話で問い合わせ＝不動産団体と の連携

・ ２ 社が相談に乗り 、 アパート の内見

・ 男性の内見に同行

・ 3 2 ㎡の2 Ｋ に申込み⇒不動産屋と 折衝

・ 保証会社の申込み⇒東京オレンヂが緊急連絡先に

ネ ッ ト ワーク による居住支援の事例
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6 3 歳男性と 7 8 歳女性

入居審査通過⇒契約決定

・ 入居審査通過のため、 様々な準備をし てき た。

・ 契約金だけ用意し ても 借り ら れない

・ 入居後のリ スク を事前になく す

⇒ごみ問題の解消、 認知症ケア問題の解消

・ 問題の緩和・ 解消のため住宅相談が必要

ネ ッ ト ワーク による居住支援の事例



○ネッ ト ワーク 居住支援＝地域福祉そのも の

居住支援は、 実は介護業界・ 不動産業界だけはな

く 学生、 専業主婦、 法律家、 信託銀行、 新聞配

達・ ヤク ルト ・ ダスキン・ セブンイ レブンなど多

く の民間業者も 担い手と なり 得る

○いつも の仕事から 少し 意識を変えるだけで

アド ボカ シ―（ 人権擁護） ノ ーマラ イ ゼーショ ン、

ソ ーシャ ルイ ンク ルージョ ンの実現に携わる

こ と ができる
15

お わり に



支援の内容
① 転居が必要になっ たと き の住宅相談

（ 賃貸住宅の紹介・ 内見・ 契約の同行
等）

② 不動産会社・ 賃貸保証会社等から の緊
急時の連絡先引受け

③ 週2回の自動通話によ る安否確認と
６ か月毎の支援員から の電話。 結果を
指定連絡先に報告

④ 孤立死し た場合の賃貸借契約の解除
の代行、 法定相続人への連絡、 残置物及
び特別清掃の手配（ 室内で死亡し た場合
は実費100万円まで補償）

TEL 0 3 -5 1 5 5 -8 0 7 2
FA X 0 3 -5 1 5 5 -8 0 7 3
メ ールtokyo-o ra n g e@ to kyo-o ra n g e.jp
月曜～金曜日 ／ 8 ： 3 0 ～1 7 ： 0 0
〒1 6 9 -0 0 7 5 新宿区高田馬場2 -1 1 -3
コ ーポ合歓1 階
h ttp ://to kyo-o ra n g e.jp

オレ ンヂネッ ト 申し 込み窓口

賃貸住宅の入居相談から
お亡く なり になっ た後の

手続き まで丸ごと サポート

N POイ ンク ルージョ ンセンタ ー

東京オレ ンヂ

こ んなこ と でお困り ではないです
か？

家族にかわっ て入居相談、 安否確認、
緊急連絡先の引受け、 退去時の手続
き など あんし んし て賃貸住宅に住み
続けら れるよう に まるごと サポート
し ます。

賃貸住宅を 借り る のが
大変！

保証会社を頼むにも
緊急連絡先も ない…

見守っ てく れる人が
いれば安心なんだけど、 、

亡く なっ た後の手続き を
頼める人がいない、 、

mailto:tokyo-orange@tokyo-orange.jp
http://tokyo-orange.jp


利用にあたっ てのお願い

☑ 現在の戸籍（ 全部事項証明書)

を 契約時にご持参く ださ い。 （ 取
得が難し い方は、 戸籍謄本の取得
について当法人に委任を お願いし
ます。 ）

☑ アパート の契約書（ 入居中の

方のみ） を 契約時にご持参く ださ
い。

☑ 賃貸借契約の解約について当
法人に委任を お願いし ます。

☑ ホームネッ ト 株式会社より 週
2  回電話（ 自動音声ガイ ダンス）

による体調についての確認があり
ます。 ご回答を お願いし ます。
（ 約の翌月までに開始し ます

☑ 年間契約と なり ます。 年会費

を 利用開始時にお支払いを お願い
し ます。

☑ 法定相続人に こ のサービス
の利用開始時におし ら せく ださ い。

Step
1

予約

お電話でご予約く ださ い
03-5155-8072

●ご要望の場所と 日時を 決めます。
●契約当日に必要な持ち物を 説明し ます。

契約

サービス開始

Step
2

●契約内容を 確認のう え、 契約書に署名。
●年会費のお支払い。 （ 現金、 または振込）

Step
3

契約の流れ
生活保護を 受給中の方へ

利用料金

1か月あたり 6,750円（ 消費税込み）

75,000円 （ 年会費）

年会費は、 福祉事務所から 支給を 受け
ら れる可能性があり ます。

詳細については、 ご担当のケースワー
カ ーにご相談を お願います。

（ 該当項目）
「 被保護者自立促進事業」
（ 地域生活移行支援‐ 生活支援費‐ 高齢者等見守り 支援費）

65歳以上の高齢者、 又は要介護・ 要看護状態

にあっ て見守り が必要な居宅の被保護者が安

否確認や訪問、 電話、 緊急通報サービスなど

の見守り 支援を 受ける場合であっ て、 福祉事

務所長等が必要と 認めた者

・ 転居が必要になっ たと き の住宅相談（ 賃貸住宅
の紹介・ 内見・ 契約の同行等）

・ 緊急先引受け

・ 週2回の自動通話による安否確認

・ 孤立死し た場合の賃貸借契約の解除の代行、 法
定

相続人への連絡、 残置物及び特別清掃の手配


